
 

 

 

 

 

対象学年 中学校 １年生    想定時間 最低１時間～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魔法の白い粉 

題材の内容（子どもたちへ語りかける言葉の例） 

真っ黒な紙に白い粉―――。この白い粉から、どんな形を生み出せるでしょうか。 

ぱらぱらとふってみたり、ぎゅっ固めてみたり、指でスッとなぞってみたりすると、画面はどうな

るのでしょうか。Ⅰ～Ⅲで示した黒と白の比率になるようにしてみてください。 

そして、自分が一番気に入った形を、写真で記録に残し、あなたがその作品を見て感じたことを題

名にしてください。 

 

Ⅰ 黒 ８０％  白 ２０％ 

Ⅱ  黒 ５０％  白 ５０％ 

Ⅲ 黒 ２０％  白 ８０％ 

白い粉は、塩、砂糖、小麦粉、片栗粉でもなんでも構いません。 

Ⅰ～Ⅲの作品の題名とその題名をつけた理由も書いてください。 

用紙の大きさや形は自由です。 

提出日は〇月〇日の登校日です。でも、早く先生に見てほしい人は、写真にとって、下のアドレスま
で添付で提出してください。そのとき、別の用紙に書く文章は打ち込んでくださいね。 

 

ANCSとしてのねらい 

黒と白の良いバランスを考え、自分が面白いと感じる形を探ることは、自分の価値観を考える
機会になります。 

素材の特徴を探り、新たな価値を見つける経験から、身の回りにあるものの価値に気づく姿勢

を期待しています。 

自己を深める 共感性 深く見つめる 社会への広まり 

深く見つめる 

三観点 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

素材である「粉」の特徴をとらえることができる。 

黒と白の比率による、視覚的な効果を考えて、自分なりのよさやうつくしさを生み出すこと
ができる。 

身近な素材の特徴や、そのよさを見つけて、自分の表現に生かそうとする。 

自己を深める 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の足あと・子どものことば 



 

 

 


